
様式第 10

番 号

年 月 日

愛 知 県 知 事 殿

住所
氏名（名称及び代表者氏名）

地域森林計画対象民有林における開発行為の実施計画について（通知）

このことについて、下記のとおり実施しますので、御承知ください。

記

１ 開発行為の目的及び概要

(1) 目 的

（〇〇地区〇〇事業）〇〇〇用地

(2) 概 要

２ 開発行為に係る森林の所在場所及び面積

○○市○○町○○○○○○ 始め○○筆（森林の所在場所一覧表は別添資料 No.○のとおり）
３ 当該地の選定理由

４ 土地の利用状況

転用後 残 置 森 林
○○○○ ○○○○ ○○○○ 造成森林 小 計 計

転用前 15年生以下 16年生以上

地域森林 保安林等

計画対象

民有林 普 通 林

上記以外の森林

農 地

宅 地

そ の 他

計

注 １ 面積は、ヘクタールを単位とし、小数第２位まで記載すること。

２ 保安林等は、保安林、保安林予定森林及び海岸保全区域内の森林を記載すること。

５ 開発行為の予定期間

年 月 日から 年 月 日まで
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６ 災害の防止計画

(1) 防災施設等の概要
ア 主な防災施設の名称及び数量

区 分 施 設 の 名 称 及 び 数 量

Ｕ字溝 ○○ （Ｌ＝ ｍ）
排 水 施 設 ヒューム管○○ （Ｌ＝ ｍ）

○○○○ ◇◇ （Ｌ＝ ｍ）

（工事中）
沈 砂 池

（工事後）

（工事中）
調 節 池

（工事後）

種子吹付 ㎡、張芝 ㎡
法面保護施設

擁 壁 Ｈ＝ ｍ（Ｌ＝ ｍ）、Ｈ＝ ｍ（Ｌ＝ ｍ）

切土 ｍ３ 、１：○～１：○
そ の 他 盛土 ｍ３ 、１：○～１：○

残土（不足土） ｍ３ 、残土の処理方法（不足土の調達方法）を記載する。

イ 防災施設の維持管理方法

(2) 設計根拠（使用した計算式及び因子等）
ア 排水施設

(ｱ) 雨水流出量
Ｑ１：雨水流出量（ｍ３/sec)

Ｑ１＝ 1/360・ｆ・ｒ・Ａ ｆ ：流出係数（林地＝○○､草地＝○○､裸地＝○○）

ｒ ：設計雨量強度（○○㎜/hr）
Ａ ：集水区域(ha)

(ｲ) 排水施設流量
Ｑ２：排水流量（ｍ３/sec)

Ｑ２＝ｖ・ａ ｖ：流 速（ｍ/sec）
ａ：断面積（㎡）

（流 速）
１ ｖ：流 速（ｍ/sec）

ｖ＝－・Ｒ２／３・Ｉ１／２

ｎ
ｎ：粗度係数（Ｕ字溝＝○○、ヒューム管＝○○、

△△△＝○○）

Ｒ：径 深

Ｉ：勾 配

イ 土砂の流出量等

(ｱ) 工事中

裸地＝○○ｍ３/ha年、草地＝○○ｍ３/ha年、△△＝○○ｍ３/ha年
(ｲ) 工事後（○年間貯留する）

裸地＝○○ｍ３/ha年、草地＝○○ｍ３/ha年、△△＝○○ｍ３/ha年
(ｳ) ◇◇◇◇

（沈砂池、擁壁、洪水調節池等）

７ 水害の防止計画

(1) 水害防止の必要性の有無及びその検討結果等

有（又は無）（検討結果： ）

なお、○○川の河川管理者である○○とは、○年○月〇日に打合せを行い同意を得ている。

(2) 洪水調節池等の計画
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８ 水の確保等の計画

(1) 水量の確保の必要性の有無及びその理由等

有（理由： ）

（確保の方法： ）

無

(2) 流出土砂による水質悪化の防止計画

９ 環境の保全計画

(1) 残置森林等の面積及び割合

区 分 面 積 割 合 備 考

開発前 ① 保安林等＋開発行為を ha
しようとする森林 (%)

② ア １５年生以下 ア/①× 100
残置森林

イ １６年生以上 イ/①× 100 残置森林率

開発後 ③ 造 成 森 林 ③/①× 100

④ 小 計 (②+③)/①× 100 森林率

⑤ 造 成 緑 地 ⑤/①× 100

⑥ 計 (④+⑤)/①× 100

(2) 造成森林、造成緑地の造成方法
(3) 残置森林等の維持管理方法
(4) 景観の維持対策

10 その他参考となる事項

(1) 事業実施等の許認可の状況
(2) その他

11 添付書類

(1) 資 料

①森林の所在場所一覧表 ②工事工程表 ③現況写真

④防災施設計画計算書（排水施設、沈砂池、洪水調節池等に係るとりまとめ表等） 等

(2) 図 面

①位置図 ②区域図(公図の写し) ③現況図 ④利用計画平面図 ⑤土工定規図(標準断面図)

⑥防災等計画平面図 ⑦構造図(沈砂池、排水施設、擁壁等) ⑧流域現況図 等

注意事項

１ 森林法第10条の２第１項第１号に該当する場合は、代表者氏名の記載を省略することができる。

２ １の(1)「目的」欄には、事業名を（ ）書き等で記載する。

３ １の(2)「概要」欄には、再生可能エネルギー発電設備の設置が目的である場合には、発電容量、FIT

認定の有無、風力発電の場合は風車の基数を記載すること。

４ ２「開発行為に係る森林の所在場所及び面積」欄については、筆ごとの一覧表はなくてもよいが、

字単位に集計した筆数と面積（全体からの按分面積でもよい）の一覧表を添付する。

５ ６の(1)のア「災害の防止計画」の「主な防災施設の名称及び数量」欄の「その他」の項目につい

ては、土量の状況（切土、盛土、残土及び不足土）を記載する。

なお、残土又は不足土がある場合には、その処理（又は調達）の場所及び方法を記載する。
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６ ６の(1)のイ「災害の防止計画」の「防災施設の維持管理方法」欄は、工事中及び工事後の沈砂池

等の安全対策等を具体的に記載し、防災施設の維持管理方法について開発完了後も含め記載する。

７ ６の(2)「災害の防止計画」の「設計根拠」欄及び７「水害の防止計画」欄については、使用した

計算式及び因子を必ず記載する。なお、林地開発許可の審査基準と異なる場合には、“○○○設計基

準による”等と必ず明記する。

８ ７の(1)「水害の防止計画」の「水害防止の必要性の有無及びその検討結果等」欄には、河川等管

理者の同意の状況についても記載すること。

９ 10 の(1)「その他参考となる事項」の「事業実施等の許認可の状況」欄は、事業実施上の許認可及

び土地利用規制上の許認可等の手続きの状況（法令名、規制の内容、申請年月日等）を記載するこ

と。

10 11 の(1)「資料」の「④防災施設計画計算書」とは、排水施設、沈砂池、洪水調節池等に係るとり

まとめ表等をいう。

11 11 の(2)「図面」は、「林地開発許可申請書の様式、及び記載例」の「図面作成上の留意事項」を

参考に作成すること。

12 11 の(2)「図面」のうち②区域図、③現況図、④利用計画平面図、⑥防災等計画平面図には、地域

森林計画対象森林を明示する。
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様式第 11

連絡調整に係る林地開発行為の変更届

番 号
年 月 日

愛 知 県 知 事 殿

住所
氏名（名称及び代表者氏名）

年 月 日付けで通知しました林地開発行為を、次のとおり変更し
ます。

施行地（開発行為に係る
森林の土地の所在場所）

開 発 行 為 の 目 的

変 更 理 由

変 更 事 項

備 考

様式第 12

連絡調整に係る林地開発行為の着手届

年 月 日

愛 知 県 知 事 殿

住所
氏名（名称及び代表者氏名）

年 月 日付けで連絡調整をした林地開発行為は、次のとおり着手
しました。

施行地（開発行為に係る
森林の土地の所在場所）

開 発 行 為 の 目 的

着 手 年 月 日

完 了 予 定 年 月 日

住 所工
事
施

氏 名
備 考行

（名称及び代表者氏名)者
備考欄には、他法令等の

許可年月日及び許可番号を
記載すること。

備 考
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様式第 13

連絡調整に係る林地開発行為の完了届

年 月 日

愛 知 県 知 事 殿

住所
氏名（名称及び代表者氏名）

年 月 日付けで連絡調整をした林地開発行為は、次のとおり完了
しました。

施行地（開発行為に係る
森林の土地の所在場所）

開 発 行 為 の 目 的
備 考

完 了 年 月 日
１ 工事記録写真は、全景

住 所 写真を中心に添付するこ工
と。事

施
氏 名

２ 出来形平面図には、切行
（名称及び代表者氏名)

土・盛土の区分、法面の者
位置、施設又は工作物の
種類毎の位置、残置した

１ 工事記録写真・・・・・・別添１のとおり 森林の区域、写真撮影位
備 考 ２ 出来形平面図・・・・・・別添２のとおり 置等を明示すること。
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